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　近年、自動運転に関する研究開発が実用化の域に迫っているといわれていますが、完全自動化のレベ

ルへ到達するには、道路環境の整備に時間がかかるといわれています。このため、当分の間ドライバに

よる運転が重要で、このテーマでは、AI を用いてドライバのミスを再現することでミスのメカニズムを

定量化して、人―機械系を統合化する「自動化と人間らしさをシームレスに結ぶシステムデザイン」を

行います。この研究では、安全性を旦保したうえで乗員の快適性や運転することによる心の高揚やワク

ワク感をいかに実現していくかというヒューマンインターフェースが鍵となります。これらの研究シー

ズは、「生き生き」高齢社会を支えるベース技術と考えています。
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⼈⼯知能（AI）を⽤いて
⼈間らしいミスも犯す運転学習モデルを構築

ドライバのミスのメカニズムを定量化

「フロー状態」（⼼の⾼揚やワクワク感）に
導く道筋を得る
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